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第3章 空港の施設 

3.14.5 誘導路標識 

【基準】  

（省令 79条関連） 

 

(1)  誘導路標識の標示すべき事項、設置を要する空港及び設置場所は、以下によること。 

飛行場標識 

施設の種類 
標示すべき事項 設置を要する空港 設置場所 

誘導路中心線

標識 

誘導路の縦方向の

中心線及び滑走路

への出入経路 

全ての空港 

誘導路の縦方向の中

心線上及び滑走路へ

の出入経路上 

停止位置標識 

航空機が滑走路に

入る前に一時停止

すべき位置 

全ての空港 

誘導路上の滑走路の

縦方向の中心線から

30m 以上離れた場所 

停止位置案内

標識 

誘導案内灯（地上

走行中の航空機に

一時停止すべき位

置を示すものに限

る。以下この項に

おいて同じ。）が標

示する事項 

全ての空港（誘導案内

灯の設置を要しない

場合を除き、誘導案内

灯が設置できない場

合又は誘導路の幅が

60m を超える場合に

限る。） 

誘導路中心線標識の

両側かつ停止位置標

識の待機側であって、

各標識から 1m 以上離

れた場所 

誘導路縁標識 誘導路の境界線 

全ての空港（誘導路の

境界が明確でない場

合に限る。） 

誘導路の縁 

情報標識 
行先や方向又は分

岐点や位置 

全ての空港（誘導路交

差部が複雑な場合に

限る。） 

複雑な誘導路交差部 

中間待機位置

標識 

停止位置標識以外

の位置で航空機が

一時停止すべき位

置 

全ての空港 誘導路上 

 

 

 

 

 

 

 

(2)～(4)  

1～2 省略 

 

 

 

 

 

 

第3章 空港の施設 

3.14.5 誘導路標識 

【基準】  

（省令79条関連）  

 

(1) 誘導路標識の標示すべき事項、設置を要する空港及び設置場所は、以下によること。 

飛行場標識 

施設の種類 
標示すべき事項 設置を要する空港 設置場所 

誘導路中心線

標識 

誘導路の縦方向の

中心線及び滑走路

への出入経路 

全ての空港 

誘導路の縦方向の中

心線上及び滑走路へ

の出入経路上 

停止位置標識 

航空機が滑走路に

入る前に一時停止

すべき位置 

全ての空港 

誘導路上の滑走路の

縦方向の中心線から

30m 以上離れた場所 

グライドパス

停止位置標識 

航空機がグライド

スロープの電波に

影響を与える範囲

に進入する前に一

時停止すべき位置 

全ての空港（誘導路が

グライドスロープの

電波に影響を与える

範囲に設置されてい

るものに限る。） 

誘導路上 

停止位置案内

標識 

誘導案内灯（地上

走行中の航空機に

一時停止すべき位

置を示すものに限

る。以下この項に

おいて同じ。）が標

示する事項 

全ての空港（誘導案内

灯の設置を要しない

場合を除き、誘導案内

灯が設置できない場

合又は誘導路の幅が

60m を超える場合に

限る。） 

誘導路中心線標識の

両側かつ停止位置標

識及びグライドパス

停止位置標識の待機

側であって、各標識か

ら 1m以上離れた場所 

誘導路縁標識 誘導路の境界線 

全ての空港（誘導路の

境界が明確でない場

合に限る。） 

誘導路の縁 

情報標識 
行先や方向又は分

岐点や位置 

全ての空港（誘導路交

差部が複雑な場合に

限る。） 

複雑な誘導路交差部 

中間待機位置

標識 

停止位置標識及び

グライドパス停止

位置標識以外の位

置で航空機が一時

停止すべき位置 

全ての空港 誘導路上 

 

(2)～(4) 

1～2 省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 
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3 停止位置案内標識 

 

  

4 誘導路縁標識 

 

 

5 情報標識 

 

6 中間待機位置標識 

備考 

  一 停止位置標識以外の位置で管制官の指示又は航空情報（AIP）の公示により航空

機が停止する必要がある場合に、中間待機位置標識を設置することができる。 

 

 

 二～三 省略 

   

 

 

【解説】 

(1)～(3) 省略 

 

(4)停止位置標識又誘導路中心線標識及び誘導路縁標識の関係を図-3.14.10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 グライドパス停止位置標識 

一 グライドスロープ制限区域に位置する誘導路上に設置する場合 

 

     

備考 

  一 色彩は、黄色とすること。 

 

 

4 停止位置案内標識 

 

 

5 誘導路縁標識 

 

  

6 情報標識 

 

7 中間待機位置標識 

備考 

  一 停止位置標識及びグライドパス停止位置標識以外の位置で管制官の指示又は航

空情報（AIP）の公示により航空機が停止する必要がある場合に、中間待機位置

標識を設置することができる。 

  

二～三 省略 

   

 

 

【解説】 

(1)～(3) 省略 

 

(4)停止位置標識又はグライドパス停止位置標識と誘導路中心線標識及び誘導路縁標識の関係

を図-3.14.10 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 
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Y 

 

 

図-3.4.10 停止位置標識と誘導路中心線及び誘導路縁標識の関係 

 

 

【要領】省略 

 

 

 

 

(5)停止位置案内標識は、誘導案内灯が設置されている場合においても、その補助として有効 

であるため、設置することが望ましい。 

【要領】省略 

 

(6)停止位置案内標識の例を図-3.14.11に示す。 

 

 

 

 

 

 

(c)誘導路上にグライドパス停止位置標識を設置する場合 

 

 
 

図-3.4.10 停止位置標識又はグライドパス停止位置標識と 

   誘導路中心線及び誘導路縁標識の関係 

 

【要領】省略 

 

(5)グライドパス停止位置標識の設置にあたっては、関係者と十分協議する必要がある。 

 

 

(6)停止位置案内標識は、誘導案内灯が設置されている場合においても、その補助として有 

効であるため、設置することが望ましい。 

 

 

(7)停止位置案内標識の例を図-3.14.11 に示す。 

 

 

停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

（a）滑走路に接続する各誘導路上に停止位

置標識を一基のみ設置する場合 

（b）滑走路に接続する各誘導路上に停止

位置標識を二基設置する場合 
（a）滑走路に接続する各誘導路上に 

一基のみ設置する場合 

（b）滑走路に接続する各誘導路上に 

二基設置する場合 
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(a) 滑走路に接続する各誘導路上に 1 基のみ設置する場合 

 

 

(b)滑走路に接続する各誘導路上に 2 基設置する場合 

 

 

図-3.12.9 停止位置案内標識の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)停止位置案内標識と誘導路中心線標識及び停止位置標識との関係を図-3.14.12 に示す。 

 

 

 

図-3.14.12 停止位置案内標識と誘導路中心線標識及び停止位置標識との関係 

 

 

(a)滑走路に接続する各誘導路上に停止位置標識を 1 基のみ設置する場合 

 

 

(b)滑走路に接続する各誘導路上に停止位置標識を 2 基設置する場合 

 

 

 

(c)誘導路上にグライドパス停止位置標識を設置する場合 

 

 

 

図-3.14.11 停止位置案内標識の例 

 

(8)停止位置案内標識と誘導路中心線標識及び停止位置標識又はグライドパス停止位置標識と 

の関係を図-3.14.12 に示す。 

 

(a)停止位置標識         (b)グライドパス停止位置標識 

     

図-3.14.12 停止位置案内標識と誘導路中心線標識及び 

                  停止位置標識又はグライドパス停止位置標識との関係 

停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 
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(8)停止位置案内標識及び情報標識に使用する数字及び文字の書体及び寸法は、付録-6に示し

ている。 

   

 

(9)複雑な誘導路交差部には、行き先や分岐点灯を示す誘導案内灯（情報表示板）を補助する 

  ための情報標識を設置することが望ましい。 

 

(10)情報標識及び中間待機位置標識の設置にあたっては、関係者と十分協議する必要がある。 

 

(11)誘導路縁標識において、誘導路が鋭角（90度未満）に交差している箇所及び航空機が逸脱 

  するおそれのある箇所では、誘導路縁の直角方向に幅0.9mの誘導路縁標識を加えることと 

  している。 

 

(12)誘導路縁標識の例を図-3.14.13に示す。 

 

 

 

図-3.14.13 誘導路縁標識の例 

 

(13)中間待機位置の設置にあたっては、関係者と十分協議する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9)停止位置案内標識及び情報標識に使用する数字及び文字の書体及び寸法は、付録-6に示し 

ている。 

   

 

(10)複雑な誘導路交差部には、行き先や分岐点灯を示す誘導案内灯（情報表示板）を補助する 

  ための情報標識を設置することが望ましい。 

 

(11)情報標識及び中間待機位置標識の設置にあたっては、関係者と十分協議する必要がある。 

 

(12)誘導路縁標識において、誘導路が鋭角（90度未満）に交差している箇所及び航空機が逸脱 

  するおそれのある箇所では、誘導路縁の直角方向に幅0.9mの誘導路縁標識を加えることと 

  している。 

 

(13)誘導路縁標識の例を図-3.14.13に示す。 

 

 

 

図-3.14.13 誘導路縁標識の例 

 

(13)中間待機位置の設置にあたっては、関係者と十分協議する必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11)と重複しているため削除 
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付録－6 停止位置案内標識及び情報標識の例 

 

（停止位置案内標識のレイアウト図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録－6 停止位置案内標識及び情報標識の例 

 

（停止位置案内標識のレイアウト図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グライドパス停止位置標識を追加 

 

 

 

 

 

 


